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紹
　
介

公
宴
続
歌
研
究
会

翁
枇
殊
嚇
鑑
乖
）
編

『公
宴
続
歌
　
本
文
編
　
索
引
編
』

海
　
野
　
圭
　
介

天
皇
を
中
心
と
す
る
公
の
行
事
は
、
消
長
を
繰
り
返
し
つ
つ
定
例
・
臨
時
共

に
幾
種
類
も
挙
行
さ
れ
た
。
御
会
始
を
は
じ
め
と
し
た
宮
中
歌
会
も
そ
の
一
つ

で
あ
り
、
筵
に
列
す
る
廷
臣
達
は
、
断
絶
す
る
こ
と
な
く
陸
続
と
和
歌
を
紡
ぎ

だ
し
て
い
っ
た
。
中
世
和
歌
の
中
核
を
な
す
と
し
言
え
る
歌
会
和
歌
は
、
稀
に

懐
紙
・
短
冊
の
姿
で
時
を
経
て
伝
来
す
る
こ
と
も
あ
る

（伊
井
春
樹
氏

「永
正

八
年
七
月
二
十
五
日
御
会
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
」
（詞
林
１７

平
７
●
４
）
等
）

が
、
多
く
は
御
会
集
と
通
称
さ
れ
る
類
従
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
窺
う
こ
と
と

な
る
。

井
上
宗
雄
氏
監
修
、
三
村
晃
功
氏
代
表
の
も
と
翻
刻
紹
介
さ
れ
た

「公
宴
続

歌
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
二
十
九
冊
、
第

一
冊
冒
頭

コ
杢
早
十

一
年

（幽
）

禁
裏
御
会
」
か
ら
、
第
二
十
九
冊
末
尾

コ
死
和
四
年

（‐６‐８
）
聖
廟
御
法
楽
和
歌
」

に
至
る
、
凡
そ
百
八
十
年
に
亘
る
四
百
六
十
余
度
の
歌
会
和
歌
、
総
数
二
万
八

千
余
首
を
収
載
す
る
。
そ
の
資
料
的
価
値
は
多
大
で
あ
り
、
監
修
者
で
あ
る
井

上
宗
雄
氏
が
本
書
序
文
に
示
さ
れ
る
如
く
、
詠
草
資
料
の
詠
作
年
時
同
定
の
た

め
の
基
礎
台
帳
、
歌
題
研
究
の
資
料
、
公
宴
に
列
し
た
廷
臣
の
伝
記
史
料
、
同

時
代
歌
壇
史
々
料
等
々
、
多
岐
に
亘
る
利
用
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
御
会
自
体
を
対
象
に
据
え
た
制
度
面
に
お
け
る
検
討

（小
川
剛

生
氏

「南
北
朝
期
の
和
歌
御
会
始
に
つ
い
て
」
（和
歌
文
学
研
究
７８

平
ｎ
。６
）

等
）
に
お
い
て
も
、
基
幹
資
料
と
し
て
必
須
で
あ
る
。
正
に

「室
町
期
和
歌
の

研
究
に
当
た
っ
て
ま
ず
座
右
に
置
く
べ
き
一
大
資
料
集
成
」
（井
上
氏
序
文
）
と

言
え
る
。

収
載
さ
れ
る
歌
会
の
内
訳
を
見
る
と
、
後
柏
原
院
期

（文
亀
二
年
則
か
ら
大

永
六
年
脳
迄
を
所
収
）
が
総
歌
数
の
凡
そ
八
割
を
占
め
、
同
期
の
歌
壇
史
料
と

し
て
の
利
用
価
値
の
高
い
が
、
遡
っ
て
、
後
花
園
院
期

（永
享
十

一
年
幽
か
ら

寛
正
四
年
幽
迄
を
所
収
）、
後
土
御
門
院
期

（文
明
九
年
Ｗ
か
ら
明
応
七
年
酬
迄

を
所
収
）
の
詠
作
も
、
そ
れ
ぞ
れ
総
歌
数
の
約

一
割
に
あ
た
る
三
千
首
余
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
詠
作
者
の
構
成
、
和
歌
の
詠
み
ぶ
り
、
制
度

。
次
第
の
変
遷

等
の
種
々
の
面
か
ら
史
的
展
開
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
索
引
編

に
は
、
こ
う
し
た
探
求
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
和
歌
の
全
句
索
引
、
漢

詩
の
一
字
索
引
、
歌
題

・
作
者
の
索
引
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

一
首

一
首
を
通
覧
し
て
ゆ
く
と
、
豊
饒
な
室
町
和
歌
の
世
界
に
圧
倒
さ
れ
る

と
共
に
、
歌
題
や
詠
作
者
の
構
成
等
に
幾
分
奇
異
な
印
象
を
受
け
る
箇
所
も
見

受
け
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
不
審
部
分
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
分
担
担
当
者
で
あ

る
伊
藤
敬
氏
に
よ
り

『公
宴
続
歌
』
の
原
本
自
体
に
錯
簡
等
の
想
定
さ
れ
る
箇

所
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
注
意
す
べ
き
諸
点
が
示
さ
れ
て
い
る

（伊
藤
敬
氏

コ
公
宴
続
歌
』
の
読
み
方
―
十
五
世
紀
～
十
六
世
紀
宮
廷
和
歌
史

稿
―
ご

（平
成
十
二
年
五
月
和
歌
文
学
会
例
会
・口
頭
発
表
》
。
本
書
で
は
、
近

年
の
通
例
に
倣
い
私
意
に
よ
る
補
訂
は
施
さ
れ
ず
、
原
本
に
忠
実
な
翻
刻
が
な

さ
れ
る
が
、
利
用
の
際
に
は
柳
か
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う

（伊
藤
氏
に
よ
る
報

告
が
成
稿
化
さ
れ
た
際
に
は
、
本
書
利
用
の
た
め
に
は
必
読
で
あ
る
）。

な
お
、
『公
宴
続
歌
』
以
降
の
御
会
に
つ
い
て
は
、
内
閣
文
庫
蔵

『近
代
御
会

和
歌
集
』
二
十
三
巻
三
十
冊

公
死
和
十
年
幽
―
元
禄
八
年
鰤
）、
同
二
十
五
巻
二

十
五
冊

全
九
和
十
年
幽
―
貞
享
四
年
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『近
代
御
会

歌
林
』
二
十
七
巻
三
十
冊

（慶
長
十
年
邸
―
元
禄
五
年
）
等
の
大
部
な
御
会
集

が
あ
り
活
字
化
が
侯
た
れ
る
が
、
こ
う
し
た
御
会
資
料
へ
の
関
心
を
広
く
喚
起



す
る
意
味
で
も
本
書
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。
末
尾
な
が
ら
、
察
し

て
余
り
あ
る
労
を
払
わ
れ
た
偉
業
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

（和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
刊
、　
一
七
三
六
頁
、
四
〇
、
○
○
○
円
）

―
―
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
―
―


